
　市では、紀伊半島沖を震源とする
Ｍ 8.6 の東南海・南海地震が発生し、
瀬戸内市で震度６弱を観測、秋雨前
線による連日の降雨で水位が上昇し
た干田川の堤防（土師大橋上流付近）
に亀裂が入り、決壊のおそれがある
との想定で「第６回瀬戸内市総合防
災訓練」を次のとおり開催します。
　当日は、避難訓練をはじめ、消火
訓練、防災ヘリによる救助訓練など
を行います。
　また、煙体験や地震体験などのコ
ーナーも設置します。
　備えあれば憂いなし。皆さん、ぜ
ひ訓練にご参加ください。

　９月 12日（日）　
　　　　午前９～ 11時

　国府小学校グラウンド
※小雨決行。ただし、災害の発生の
　恐れのある場合や災害発生後は、
　中止する場合があります。
※国府地域で避難勧告を発令し、防
　災無線でサイレンを鳴らします。

　

台
風
・
集
中
豪
雨
の
時
期
と
な
り
ま

し
た
。
瀬
戸
内
市
で
は
平
成
16
年
の
高

潮
災
害
以
降
、
大
き
な
災
害
は
発
生
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
過
去
に
何
度
も
河
川

の
氾は

ん
ら
ん濫
、
土
砂
崩
れ
、
高
潮
な
ど
に
よ

る
大
き
な
被
害
が
発
生
し
た
記
録
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

発
表
に
な
り
、
よ
り
正
確
に
状
況
を
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

市
で
も
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
市
内
を
流
れ
る
河
川
が
大

雨
に
よ
っ
て
増
水
し
、
氾
濫
し
た
場
合

に
想
定
さ
れ
る
浸
水
の
範
囲
と
深
さ
、

避
難
場
所
な
ど
を
示
し
、
安
全
に
避
難

で
き
る
よ
う
に
作
成
し
た
も
の
で
す
。

　

普
段
か
ら
こ
う
し
た
防
災
情
報
を
入

手
し
た
り
、
日
ご
ろ
か
ら
家
の
周
囲
の

点
検
や
避
難
時
の
非
常
持
出
品
の
準
備

な
ど
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

被
害
を
最
小
限
に
防
ぐ
た
め
に
は
地

の
貴
重
な
命
、
財
産
な
ど
を
守
る
た

め
、
防
災
上
役
立
つ
情
報
を
お
届
け
し

ま
す
。

　

台
風
・
集
中
豪
雨
で
は
、
短
時
間
の

う
ち
に
局
地
的
な
豪
雨
に
よ
る
河
川
の

氾
濫
、
土
砂
崩
れ
な
ど
の
被
害
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
台
風
な
ど
が
近
付
い
て
き

た
ら
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
防
災
行
政
無

線
の
サ
イ
レ
ン
や
音
声
な
ど
で
広
報
さ

れ
る
情
報
に
耳
を
傾
け
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

従
来
、
気
象
庁
で
は
、
大
雨
や
洪
水

な
ど
に
よ
る
災
害
へ
の
警
戒
・
注
意
に

つ
い
て
、
大
雨
警
報
な
ど
を
県
内
を
９

つ
の
地
域
に
分
け
て
発
表
し
て
い
ま
し

た
が
、
５
月
か
ら
各
市
町
村
単
位
で
の

域
の
組
織
的
な
行
動
も
重
要
で
す
。

　

事
前
の
準
備
と
し
て
、
家
族
や
自
治

会
、
自
主
防
災
組
織
で
連
絡
方
法
や
避

難
方
法
な
ど
を
話
し
合
っ
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

　

特
に
、
傷
病
者
や
障
害
の
あ
る
人
な

ど
の
「
災
害
時
要
援
護
者
」
に
は
避
難

情
報
が
伝
わ
り
に
く
く
、
ま
た
体
を
動

か
す
の
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
避
難
行

動
が
間
に
合
わ
ず
、
被
害
を
受
け
や
す

い
状
況
に
陥
り
ま
す
。

　

少
し
で
も
異
常
を
感
じ
た
と
き
に

は
、
隣
近
所
で
声
を
掛
け
合
い
、
災
害

時
要
援
護
者
を
避
難
所
へ
誘
導
し
ま

し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
昨
年
度
「
災
害
時
要
援
護

者
避
難
支
援
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
で
は
、「
災
害
時
要
援
護

者
登
録
制
度
」に
つ
い
て
定
め
て
お
り
、

支
援
を
必
要
と
す
る
災
害
時
要
援
護
者

を
事
前
に
登
録
し
、
こ
の
情
報
を
市
と

地
域
の
皆
さ
ん
が
共
有
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
災
害
時
要
援
護
者
が

災
害
時
に
お
け
る
情
報
の
伝
達
や
避
難

誘
導
、
安
否
確
認
な
ど
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
体
制
を
つ
く
り
、
地
域
の
皆

さ
ん
が
よ
り
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
の
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。

　

今
後
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
じ
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
へ
計
画
の
周
知
を
図
る

と
と
も
に
、
登
録
制
度
を
試
行
的
に
運

用
す
る
な
ど
、
よ
り
身
近
で
活
用
し
や

す
い
制
度
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

　　

今
年
度
、
市
で
は
、
水
害
、
高
潮
災

害
、
土
砂
災
害
に
お
け
る
避
難
勧
告
な

ど
の
避
難
情
報
の
発
令
判
断
の
タ
イ
ミ

ン
グ
、
避
難
対
象
地
域
の
設
定
、
情
報

の
伝
達
方
法
を
取
り
ま
と
め
た
「
避
難

勧
告
等
の
判
断
基
準
・
伝
達
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
避
難

情
報
を
適
切
か
つ
迅
速
に
市
民
の
皆
さ

ん
へ
伝
達
し
ま
す
。

　

避
難
情
報
は
次
の
よ
う
な
３
類
型
で

発
令
し
ま
す
。
情
報
を
受
け
た
時
に
は

速
や
か
に
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

　

要
援
護
者
が
避
難
行
動
を
開
始
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
段
階
や
人
的
被
害
の

発
生
す
る
お
そ
れ
が
高
ま
っ
た
と
き
に

発
表
し
ま
す
。

　

要
援
護
者
な
ど
は
、
避
難
場
所
へ
の

避
難
行
動
を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
（
避

難
支
援
者
は
支
援
行
動
を
開
始
）。

　

そ
の
他
の
住
民
は
、
家
族
な
ど
と
の

連
絡
、
非
常
持
出
品
の
用
意
を
行
う
な

ど
避
難
準
備
を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

　

通
常
の
避
難
行
動
が
で
き
る
人
が
避

難
行
動
を
開
始
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

段
階
や
人
的
被
害
の
発
生
す
る
可
能
性

が
明
ら
か
に
高
ま
っ
た
状
況
に
発
表
し

ま
す
。

　

通
常
の
避
難
行
動
が
で
き
る
人
は
、

避
難
場
所
な
ど
へ
の
避
難
行
動
を
開
始

し
て
く
だ
さ
い
。

　

災
害
の
前
兆
現
象
の
発
生
や
現
在
の

の
切
迫
し
た
状
況
か
ら
人
的
被
害
の
発

生
す
る
可
能
性
が
非
常
に
高
い
と
判
断

さ
れ
た
場
合
や
人
的
被
害
が
発
生
し
た

状
況
に
発
表
し
ま
す
。

　

避
難
中
の
住
民
は
、
避
難
行
動
を
完

了
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ま
だ
避
難
し
て
い
な
い
住
民

は
直
ち
に
避
難
行
動
に
移
る
と
と
も
に

そ
の
時
間
が
な
い
場
合
は
生
命
を
守
る

最
低
限
の
行
動
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。



　

瀬
戸
内
市
で
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り

の
幸
せ
を
最
優
先
に
考
え
、
行
動
し
、

市
民
と
共
に
豊
か
な
ま
ち
を
創
り
上
げ

て
い
こ
う
と
い
う
情
熱
あ
ふ
れ
る
人
を

広
く
募
集
し
ま
す
。

　

卒
業
見
込
み
の
人
、
既
に
卒
業
し
た

人
、
現
在
民
間
企
業
な
ど
で
活
躍
し
て

い
る
人
も
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
応
募
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

①
大
学
、
短
期
大
学
（
高
等
専
門
学
校

　

を
含
む
）、
高
等
学
校
を
卒
業
し
た

　

人
か
、
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
に

　

卒
業
見
込
み
の
人

　

・
大
学
卒
業
（
見
込
み
）
の
人

　

昭
和
59
年
４
月
２
日
〜
平
成
元
年
４

月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

　

・
短
期
大
学
（
高
等
専
門
学
校
を
含
む
） 

　

卒
業
（
見
込
み
）
の
人

　

昭
和
61
年
４
月
２
日
〜
平
成
３
年
４

月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

　

・
高
等
学
校
卒
業
（
見
込
み
）
の
人

　

昭
和
63
年
４
月
２
日
〜
平
成
５
年
４

月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

②
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

　

い
て
、
自
力
通
勤
お
よ
び
介
護
者
な

　

し
で
の
職
務
の
遂
行
が
可
能
な
人
。

　

ま
た
、
活
字
印
刷
文
に
よ
る
出
題
お

　

よ
び
口
頭
に
よ
る
面
接
に
対
応
で
き

　

る
人

　

・
昭
和
50
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

　

た
人
で
、
高
等
学
校
卒
業
程
度
以
上

　

の
学
歴
を
有
す
る
人
ま
た
は
平
成
23       

　

年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
す
る
見
込

　

み
の
人

若
干
名

　

平
成
23
年
４
月
１
日

　

・
１
次
試
験

　

９
月
19
日
（
日
）　

午
前
９
時
〜

　

瀬
戸
内
市
役
所
２
階
大
会
議
室

　

・
２
次
試
験

　

10
月
24
日
（
日
）

　

場
所
・
時
間
は
別
途
通
知
し
ま
す
。

　

８
月
２
日
（
月
）
〜
20 

　

日
（
金
）　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

　

５
時
（
土
、
日
を
除
く
）

※
郵
送
で
の
受
け
付
け
は
、
８
月
20
日 

　
（
金
）
必
着
で
す
。

　

　

・
市
指
定
の
願
書
お
よ
び
履
歴
書

※
総
務
課
、
牛
窓
支
所
、
長
船
支
所
で

　

交
付
し
ま
す
。
郵
送
で
請
求
す
る
場

　

合
は
、
封
筒
の
表
に
「
市
役
所
採
用

　

試
験
受
験
願
書
請
求
」と
朱
書
き
し
、

　

宛
名
明
記
の
Ａ
４
サ
イ
ズ
で
１
２
０

　

円
切
手
を
貼
付
し
た
返
送
用
封
筒
を

　

同
封
し
て
、
総
務
課
へ
送
付
し
て
く

　

だ
さ
い
。

　

・
最
終
学
校
の
成
績
証
明
書

　

・
卒
業
（
見
込
み
）
証
明
書

　

　
　

　

昭
和
61
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
、
高
等
学
校
卒
業
程
度
以
上
（
見
込

み
）
の
学
歴
を
有
す
る
人

　

１
名
程
度

　

平
成
23
年
４
月
１
日

　

　

・
１
次
試
験

　

９
月
19
日
（
日
）　

午
前
９
時
〜 

　

瀬
戸
内
市
消
防
本
部

　

・
２
次
試
験

　

10
月
24
日
（
日
）　

　

場
所
・
時
間
は
別
途
通
知
し
ま
す
。

　

８
月
２
日
（
月
）
〜
20 

　

日
（
金
）　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

　

５
時
（
土
、
日
を
除
く
）

※
郵
送
で
の
受
け
付
け
は
、
８
月
20
日

　
（
金
）
必
着
で
す
。

　
　

　

・
消
防
本
部
指
定
の
受
験
申
込
書

※
総
務
課
、
牛
窓
支
所
、
長
船
支
所
、
消

　
防
本
部
総
務
課
、
牛
窓
分
駐
所
、
長
船

　
分
駐
所
で
交
付
し
ま
す
。
郵
送
で
請
求

　
す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表
に
「
消
防
職

　
員
採
用
試
験
受
験
申
込
書
請
求
」
と
朱

　
書
き
し
、
宛
名
明
記
の
Ａ
４
サ
イ
ズ
で

　
１
２
０
円
切
手
を
貼
付
し
た
返
送
用
封

　
筒
を
同
封
し
て
、
消
防
本
部
総
務
課
へ

　
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

・
健
康
診
断
書

　

・
最
終
学
校
の
成
績
証
明
書

　

・
卒
業
（
見
込
み
）
証
明
書

　

格　

　

昭
和
40
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
、
看
護
師
免
許
を
取
得
し
て
い

る
人
も
し
く
は
取
得
見
込
み
の
人

を
養
成
し
ま
す
。

　

防
衛
省
で
は
、
平
成
22
年
度
各
種
自

衛
官
な
ど
の
募
集
を
次
の
と
お
り
行
っ

て
い
ま
す
。

　

自
衛
官
と
し
て
必
要
な
基
礎
的
事
項

の
教
育
訓
練
に
専
念
す
る
新
し
い
採
用

制
度
で
す
。

陸
上
・
海
上
・
航
空
自
衛
隊
の
曹
と

な
る
自
衛
官
を
養
成
す
る
制
度
で
す
。

　

海
上
自
衛
隊
と
航
空
自
衛
隊
の
パ
イ

ロ
ッ
ト
を
養
成
し
ま
す
。

　

看
護
師
の
教
育
を
受
け
、
国
家
資
格

取
得
後
、
二
等
陸
曹
に
昇
任
し
ま
す
。

　

防
衛
大
学
校
は
、
文
部
科
学
省
の
大

学
設
置
基
準
に
準
拠
し
て
お
り
、
４
年

間
の
課
程
で
幹
部
自
衛
官
と
し
て
の
基

礎
と
な
る
学
力
や
技
能
を
養
い
ま
す
。

　

防
衛
医
科
大
学
校
で
６
年
間
の
教
育

を
受
け
、
国
家
資
格
取
得
後
、
医
師
と

し
て
勤
務
す
る
幹
部
自
衛
官
と
な
る
者

　

若
干
名

　

平
成
22
年
10
月
１
日

　

ま
た
は
平
成
23
年
４
月
１
日

　

８
月
29
日
（
日
）　

午
前
９
時
〜

　

瀬
戸
内
市
民
病
院
１
階
会
議
室

　

８
月
２
日
（
月
）
〜
20 

　

日
（
金
）　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

　

５
時
（
土
、
日
を
除
く
）

※
郵
送
で
の
受
け
付
け
は
、
８
月
23
日 

　
（
月
）
必
着
で
す
。

　

　

・
市
民
病
院
指
定
の
願
書
お
よ
び
履
歴
書

※
市
民
病
院
で
交
付
し
ま
す
。
郵
送
で

　

請
求
す
る
場
合
は
、封
筒
の
表
に「
職

　

員
採
用
試
験
受
験
願
書
請
求
」
と
朱

　

書
き
し
、
宛
名
明
記
の
Ａ
４
サ
イ
ズ

　

で
１
２
０
円
切
手
を
貼
付
し
た
返
送

　

用
封
筒
を
同
封
し
て
、
市
民
病
院
総

　

務
科
へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

・
最
終
学
校
の
成
績
証
明
書

　

・
卒
業
（
見
込
み
）
証
明
書

　

・
看
護
師
免
許
証
の
写
し
（
見
込
者
は

　

合
格
後
提
出
）

　



　

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
母
の
離
婚
な

ど
で
、
父
ま
た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く

し
て
い
な
い
児
童
を
育
成
す
る
家
庭

（
ひ
と
り
親
家
庭
）
の
生
活
の
安
定
と

自
立
の
促
進
に
寄
与
し
、
児
童
の
福
祉

の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
母
子
家
庭
を
支
給
対

象
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
８
月
分
手
当

か
ら
父
子
家
庭
に
も
支
給
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

次
の
①
か
ら
⑤
ま
で
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
児
童
に
つ
い
て
、
父
が
そ
の

児
童
を
監
護
し
、
か
つ
、
生
計
を
同
じ

く
し
て
い
る
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消

離
婚

し
た

　

児
童

②
母
が
死
亡
し
た
児
童

③
母
が
一
定
程
度
の
障
害
の
状
態
に
あ

　

る
児
童

④
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童

⑤
そ
の
他
（
母
が
１
年
以
上
遺
棄
し
て

　

い
る
児
童
、
母
が
法
令
に
よ
り
引
き

　

続
き
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児

　

童
、
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎

　

し
た
児
童
な
ど
）

　

　

受
給
資
格
者
が
、
監
護
・
養
育
す
る

児
童
の
数
な
ど
で
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
公
的
年
金

遺
族
年
金
や

障
害
年
金
な
ど

を
受
給
す
る
場
合
は

手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
受
給
資
格
者
本
人
や
同
居
し

て
い
る
扶
養
義
務
者
の
所
得
額
な
ど

で
、
手
当
額
が
異
な
っ
た
り
、
全
額
停

止
に
な
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
児
童
数
１
人

　

・
全
部
支
給　

月
額
４
１
、７
２
０
円

　

・
一
部
支
給　

月
額
９
、８
５
０
〜

　

４
１
、７
１
０
円

②
児
童
数
２
人

　

・
全
部
支
給　

月
額
４
６
、７
２
０
円

　

・
一
部
支
給　

月
額
１
４
、８
５
０
〜

　

４
６
、７
１
０
円

※
以
後
、
児
童
が
１
人
増
え
る
ご
と
に

　

月
額
３
、０
０
０
円
を
加
算
し
ま
す
。

　

・
４
月
（
12
、１
、２
、３
月
分
）

　

・
８
月
（
４
、５
、６
、７
月
分
）

　

・
12
月
（
８
、９
、10
、11
月
分
）

※
８
月
か
ら
11
月
ま
で
の
手
当
が
支
給

　

さ
れ
る
の
は
12
月
で
す
。

８
月
２
日
（
月
）
〜

　

11
月
30
日
（
火
）

　

11
月
30
日
ま
で
に
申
請
す
る
と
、
次

の
取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
。

①
８
月
１
日
に
お
い
て
支
給
要
件
に
該

　

当
し
て
い
る
人
は
、
８
月
分
か
ら
支

　

給
さ
れ
ま
す
。

②
８
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で
に

　

新
た
に
支
給
要
件
に
該
当
す
る
人

　

は
、
要
件
に
該
当
し
た
月
の
翌
月
分

　

か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

11
月
30
日
を
過
ぎ
る
と
、
申
請
の
翌

月
分
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
。

　

・
印
鑑

　

・
通
帳
な
ど
金
融
機
関
の
分
か
る
も
の 

　

・
受
給
資
格
者
お
よ
び
該
当
す
る
児
童

　

の
戸
籍
謄
本

※
そ
の
他
必
要
に
応
じ
て
書
類
の
提
出

　

を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

を
目
的
と
し
て
、
精
神
か
身
体
に
重
度

の
障
害
が
あ
る
た
め
日
常
生
活
で
常
時

特
別
な
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
の
人

に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　

20
歳
以
上
で
、
重
度
の
障
害
を
重
複

し
て
有
す
る
人
、
ま
た
は
、
こ
れ
に
準

ず
る
程
度
の
障
害
を
有
す
る
人

※
次
の
場
合
は
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

　

・
障
害
者
が
社
会
福
祉
入
所
施
設
な
ど

　

に
入
所
し
て
い
る
と
き

　

・
障
害
者
が
病
院
・
診
療
所
に
継
続
し

　

て
３
カ
月
を
超
え
て
入
院
し
た
と
き

　

月
額　

２
６
、４
４
０
円

※
本
人
、
そ
の
扶
養
者
義
務
者
な
ど
の
前

　
年
所
得
に
よ
る
支
給
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　

・
２
月
（
11
、12
、１
月
分
）

　

・
５
月
（
２
、３
、４
月
分
）

　

・
８
月
（
５
、６
、７
月
分
）

　

・
11
月
（
８
、９
、10
月
分
）

※
請
求
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分

　

か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

障
害
児
の
福
祉
の
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
精
神
か
身
体
に
重
度

の
障
害
が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
で
常

※
次
の
場
合
は
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

・
児
童
が
児
童
入
所
施
設
、
社
会
福
祉
入

　
所
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
と
き

　

・
児
童
が
障
害
を
支
給
理
由
と
す
る
年

　

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き

　

　

・
１
級
（
重
度
）　

月
額
５
０
、７
５
０
円

　

・
２
級
（
中
度
）　

月
額
３
３
、８
０
０
円

　

・
４
月
（
12
、１
、２
、３
月
分
）

　

・
８
月
（
４
、５
、６
、７
月
分
）

　

・
12
月
（
８
、９
、10
、11
月
分
）

※
請
求
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分

　

か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

障
害
者
の
福
祉
の
向
上
を
図
る
こ
と

手当を引き続き受ける要
件の有無を確認するため、
現況届の提出が必要です。
　提出がないと支給を受け
ることができません。
　届出期間は、８月２日（月）
から 31日（火）までです。

　

心
身
に
障
害
の
あ
る
人
や
そ
の
養
育

者
な
ど
に
対
し
て
、
そ
の
福
祉
の
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
次
の
よ

う
な
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
手
当
を
受
給
し
て
お
ら
ず
、

要
件
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
す
で
に
手
当
（
経
過
的
福
祉

手
当
を
含
む
）を
受
給
し
て
い
る
人
は
、

現
況
届
（
所
得
状
況
届
）
の
提
出
が
必

要
で
す
。
書
類
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

８
月
11
日
（
水
）
か
ら
９
月
10
日
（
金
）

ま
で
に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

精
神
か
身
体
に
障
害
の
あ
る
児
童
の

福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
そ
の
児
童
を
家
庭
で
監
護
・
養
育

し
て
い
る
人
に
、
国
か
ら
特
別
児
童
扶

養
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

20
歳
未
満
の
精
神
か
身
体
に
障
害
が

あ
る
児
童
を
家
庭
で
監
護
し
て
い
る
父

母
か
、
養
育
者

時
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
あ
る
児

童
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　

20
歳
未
満
で
、
重
度
の
障

　

害
が
１
つ
以
上
あ
る
人

※
次
の
場
合
は
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

　

・
障
害
児
が
児
童
入
所
施
設
・
社
会
福

　

祉
入
所
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る

　

と
き

　

・
障
害
児
が
障
害
を
支
給
理
由
と
す
る

　

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き

　

月
額　

１
４
、３
８
０
円

※
本
人
、
そ
の
扶
養
義
務
者
な
ど
の
前
年

　
所
得
に
よ
る
支
給
制
限
が
あ
り
ま
す
。

 

・
２
月
（
11
、12
、１
月
分
）

 

・
５
月
（
２
、３
、４
月
分
）

 

・
８
月
（
５
、６
、７
月
分
）

 

・
11
月
（
８
、９
、10
月
分
）

※
請
求
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分

　

か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。



　国民文化祭「備
前おさふね名刀
フェスティバル」
では、刀剣にち
なんだ体験講座
を実施します。
　大人も子ども

も体験を通じて刀剣に親しむことができます。
　参加を希望する人は、住所、氏名、年齢および
電話番号を社会教育課までご連絡ください。
①
　子どもたちに刀について興味をもってもらうた
め、子ども体験講座（ペーパーナイフづくり）を
実施します。
　刀匠の指導の下で行われます。この機会に挑戦
してみませんか。

　10月 31日（日）

　１回目　午前９時 30分～午前 10時 30分　
　２回目　午前 10時 30分～午前 11時 30分　

　備前長船刀剣博物館研修館研修室
　各 15人（先着順）
　8月 26日（木）～ 9月 30日（木）

　刀の鍔をモチーフにした鍔クッキーづくり講座
を開催します。ぜひご参加ください。

　10月 30日（土）　午後１～４時
　ゆめトピア長船キッチンスタジオ
　20人（先着順）

　8月 31日（火）
　エプロン・三角巾・布巾

　日本下水道協会岡山県支部により下水道排水設
備工事責任技術者共通試験が行われます。
　下水道によって、市民の生活環境や周辺の水辺
環境を守るという目的を達成するには、正しく排
水設備を設置することが大切です。
　そのためには、専門的な技術を持っている技術
者が工事を行わなければなりません。
　そこで、一定水準以上の技術と知識を持ってい
るということを認定するための制度が下水道排水
設備工事責任技術者制度です。専属の責任技術者
がいることは、指定排水設備工事店の登録をする
際に必要な要件でもあります。
　なお、この試験は２年に１度実施され、来年度
は行われません。

　試験の実施日において、年齢が満 20歳以上の
人で、一定の実務経験もしくは高校指定学科卒等
に該当する人です。詳細はお問合せください。

　11月 14日（日）午前 9時 45分～　

　・岡山会場　岡山大学工学部１号館（岡山市北区
　津島中三丁目１番１号）
　・倉敷会場　倉敷市立西中学校（倉敷市日吉町 205）
　　・津山会場　美作大学１号館（津山市北園町50号）

　・岡山会場　コンベックス岡山（岡山市北区大内田 675）
　10月７日（木）、８日（金）
　・津山会場　グリーンヒルズ津山（津山市太田 920）
　10 月 14日（木）、15日（金）

９月６日（月）～ 17日（金）
　午前８時 30分～午後５時（土、日を除く）
※申込書類は、下水道業務課で８月 23 日（月）
　から配布を開始しますので、記載事項を確認の
　上、下水道業務課へ提出してください。

　10 月１日（金）、全
国一斉に国勢調査が行
われます。
　この調査は５年に１
度、日本に住んでいる
全ての人を対象に行わ

れる大規模な調査です。主な調査項目は、男女の
別、出生の年月、５年前の住居の所在地、就業状
態、従業地・通学地、住居の種類などです。
　調査結果は、各種施策の基礎資料となるほか、

我が国の社会経済の基盤データとなり、行政だけ
ではなく民間においても活用されるものです。
　とりわけ今回の国勢調査は、少子高齢化、就業・
雇用などの実態を明らかにし、我が国が直面して
いる重要課題に対する施策に欠くことのできない
統計データを提供することになります。
　調査のため、９月下旬ごろから調査員が皆さん
のお宅を訪問しますので、ご協力をお願いします。

　市営住宅の入居者を次のとおり募集します。

　各１戸
　収入により決定

家賃の３カ月分　
９月 1日（水）

　８月２日（月）～ 13日（金）
　午前８時 30分～午後５時 15分（土、日を除く）

　市では、定住促進のため新たにオリーブ団地牛
窓（第１期）の分譲を開始しました。
　分譲中の東町ひまわり団地と牛窓西浜団地に
ついても、価格改定を行い、お求めやすくなり
ました。これらの分譲宅地の申込受付期限は、８
月 13 日（金）午後５時です（希望区画が重なっ
た場合は抽選）。分譲宅地を購入し、戸建専用住
宅を建築し、定住した人には、分譲宅地価格の
30％が交付される定住促進補助金制度（平成 27
年 3月 31日まで）があります。
　分譲申込、補助金交付には要件があります。詳
細はお問い合わせください。

　瀬戸内市牛窓町長浜 474 番地 93ほか
　宅地

　 　38 区画（総販売区画数 51区画）
　203.67 ～ 622.63㎡

　3,340,000 ～ 9,650,000 円
※最多価格帯 450 ～ 500 万円台（11区画）

　公共下水道完備



　後期高齢者医療被
保険者証（被保険者
証）は、毎年８月で
更新されますので、
７月下旬に新しい被
保険者証（紫色）が
送付されます。
　現在お持ちの被保
険者証の有効期限は、

７月 31日までですので、８月以降に医療機関な
どを受診する際には、必ず新しい被保険者証を窓

口に提示してください。
　なお、医療機関などの窓口で支払う一部負担金
の割合は、所得区分に応じて決まります。所得区
分は前年の所得により毎年判定し、見直しを行い
ます。このため新しい被保険者証では、一部負担
金の割合が変更になっている場合がありますので
ご注意ください。

　近年、中高齢者などの離婚件数が増加している
中、離婚後の夫婦双方の年金受給額には大きな開
きがあるという問題が指摘されていました。
　このような状況を踏まえ、平成 16年の年金制
度改正により離婚などをした時に厚生年金の保険
料納付記録を当事者間で分割することができる離
婚時の厚生年金分割制度が導入されました。厚生
年金の保険料納付記録は、厚生年金保険料の計算
の基準になるとともに、老齢厚生年金などを受け
るときに、その年金額の計算の基準になります。
　厚生年金分割制度には、平成 19年４月１日か
ら実施された合意分割制度と、平成 20年４月１
日から実施された３号分割制度があります。
　なお、保険料納付記録を分割した後は、分割後
の保険料記録に基づき、それぞれ老齢厚生年金や
障害厚生年金などの年金額が計算されます。ただ
し、分割を受けた人が分割後の記録に基づく年金
を受けるには、自身の保険料納付記録などによっ
て受給資格期間を満たしていることが必要です。

　合意分割制度は、次の条件に該当した場合に、
当事者からの請求により厚生年金の保険料納付記
録を当事者間で分割することができる制度です。
　この制度により分割される保険料納付記録は、
「婚姻期間中の当事者の厚生年金の保険料納付記

録」に限られます。
・平成 19 年４月１日以後に離婚した人や事実婚
　関係を解消した人。
・当事者間の話合いや裁判手続きにより年金分割
　の割合 (上限 50% ) を定めていること。
・請求期限 ( 原則として離婚等の翌日から２年 )
　を経過していないこと。

　３号分割制度は、次の条件に該当した場合に、
国民年金の第３号被保険者であった人からの請求
により、平成 20年４月１日以後の相手方の厚生
年金の保険料納付記録を２分の１ずつに分割する
ことができる制度です。
　この制度により分割される保険料納付記録は、
平成 20年４月１日以後の「第３号被保険者期間
中の相手方の厚生年金の保険料納付記録」に限ら
れます。
・平成 20 年４月１日以後に離婚した人や事実婚
　関係を解消した人。
・平成 20 年４月１日以後に国民年金の第３号被
　保険者であった期間があること。

　７月１日付けで、人権擁護委員に　山惠美子さ
んが再任されました。任期は３年間です。
　人権擁護委員は、法務大臣が委嘱した民間の人
たちです。この制度は、さまざまな分野の人たち
が地域の中で人権思想を広め、人権が侵害されな
いように配慮して人権を擁護していくことが望ま
しいという考えから設けられたものです。
　現在、約 14,000 人の委員が全国の各市区町村
に配置され、相談などを通じて、被害者からの申
告があった場合には、法務局などの職員と協力し

て、情報の収集、人権侵犯事件の調査・処置、当
事者の利害・主張の調整を行い、事案の円満な解
決を図っています。さらに、人権に関する啓発活
動も行っています。 
　本市内には９人の人権擁護委員がおり、毎月３
回なやみごと相談（本紙「くらしの情報」に掲載）
を行っています。相談料は無料。秘密は厳守され
ますので、お気軽にご相談ください。

　８月から 10月までの間、毎週木曜日は、市役
所の窓口業務を時間延長します。皆さんどうぞご
利用ください。
　なお、延長する業務の詳細については、市民課
および税務課にお問い合わせください。　

　８月～ 10月の毎週木曜日
※９月 23日（木）は、祝日（秋分の日）のため除きます。

午後 5時 15分～午後 7時

　・住民票、戸籍謄抄本、身分証明、印鑑登録証　
　明書などの交付

　・旅券（パスポート）の交付
　・国保被保険者証、高齢受給者証の再交付
　・各種認定証の交付、再発行
　・後期高齢者医療被保険者証などの再交付
　・高額医療費などの申請
　　　
　・所得証明や納税証明など各種市税関係証明書　
　の交付
　・市税、国保税および介護保険料の納付



　６月中旬、邑久町豊
原の山中に今年もホタ
ルが飛びました。
　午後８時過ぎから１
匹、２匹と飛び始める
と、互いの光に応える
ようにして、次第にそ

の数を増やし、幻想的な光の舞を見せていました。市内にはホタ
ルを観察できる場所がいくつかあり、保護活動を行っている地区も
あります。皆さんも身近にある自然に目を向けてみませんか。

　５月 29、30日に牛窓町公民館で牛窓町さつき
祭りが開催されました。
　牛窓町さつき愛好会（岡﨑吉三郎会長）の皆さ
んが育てたサツキや山野草の鉢植え約３００点を
展示。会場には赤や白などの色とりどりの花を咲
かせたサツキや趣のある姿の山野草が展示され、
来場者の目を楽しませていました。
　「後継者がおらず、栽培技術の伝承が難しくな
っている」と話す岡﨑会長。いつまでもきれいな
花でわたしたちを楽しませてください。

　６月８日に、河本延子さん（邑久町北島）が満
１００歳を迎えました。６月 17日、土井和子保
健福祉部長や加藤憲

あきら

備前県民局健康福祉課長ら
がお祝いに自宅を訪問。家族の皆さんに見守られ
ながら、お祝い状などが手渡されました。
　多彩な趣味を持ち、90歳から始めた水墨画は、
鳥や花を描き、毎年展覧会にも出品しています。
　「家族が大切にしてくれる。ありがたいことで
す。」と語る河本さん。これからも元気でお過ご
しください。

　５月 29日に牛窓町漁業協同組合（牛窓町牛窓）
で海上慰霊祭と魚供養が行われ、漁業者や遺族の
皆さんなど約 50人が参列しました。
　海上慰霊祭では、漁業者が操業中に亡くなった
前島周辺の海域７カ所を船で巡り、汽笛の鳴る中、
遺族らが花束や酒をささげて冥福を祈りました。
　魚供養では、魚市場に設けられた祭壇で海への
感謝と豊漁と操業の安全を祈願。その後、組合員
の皆さんがマダイ、フグ、カワハギなどを同組合
前の岸壁から放流しました。

　長船中学校と邑久高等学校の美術部員の皆さん
が取り組んでいた「備前おさふね名刀フェスティ
バル」のＰＲ看板が完成しました。
　長船中学校の美術部員 17人は、備前長船刀剣
博物館に刀を見に行くなどして看板を制作。
　また、邑久高等学校の美術部員 11人は、桃太
郎と刀剣を組み合わせたデザインで国民文化祭を
アピールしました。
　出来上がった看板は、市の関係施設に設置され
ています。

　６月６日、リサイクルプラザ・おく（邑久町尾
張）で、瀬戸内市消費生活問題協議会が環境フェ
スタインせとうちを開催しました。
　「ごみ＝資源」として、牛乳パックを再利用し
た鍋敷きなどをの手作り体験や家庭でできる生ご
みの堆肥化の紹介などが行われました。
　このほかにも、環境学習人形劇「鬼が島はごみ
の島」やごみ分別クイズなどの各コーナーでは、
大人から子どもまでごみの減量とリサイクルにつ
いて楽しく学んでいました。



　

４
月
以
降
、
岡
山
・
倉
敷
市

で
、
電
話
で
警
察
官
や
銀
行
関

係
者
の
名
前
を
か
た
り
、
通
帳

や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
騙
し

取
ろ
う
す
る
手
口
の
詐
欺
事
件

が
連
続
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

発
生
し
た
事
件
で
共
通
す
る

点
は
、
女
性
の
名
前
で
電
話
帳

に
登
載
し
て
い
る
家
が
狙
わ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

６
月
末
現
在
、
瀬
戸
内
市
内

に
お
け
る
被
害
の
届
け
出
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
次
の
ポ
イ
ン
ト

を
参
考
に
用
心
し
、
被
害
に
遭

わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
「
口
座
か
ら
お
金
が
引
き
出

　

さ
れ
て
い
ま
す
」

・
「
詐
欺
犯
人
を
捕
ま
え
て
い

　

ま
す
」

・
「
通
帳
の
口
座
番
号
、
残
高

　

を
教
え
て
く
だ
さ
い
」

・
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
、
通

①
段
ボ
ー
ル
箱
は
、
ふ
た
の
部

　

分
を
立
て
、
ガ
ム
テ
ー
プ
で

　

留
め
ま
す
。
風
通
し
が
良
く

　

雨
の
当
た
ら
な
い
所
に
ブ

　

ロ
ッ
ク
や
角
材
な
ど
を
並

　

べ
、
そ
の
上
に
置
い
て
く
だ

　

さ
い
。
底
が
抜
け
る
の
を
防

　

ぐ
た
め
箱
の
底
に
新
聞
紙
を

　

敷
き
ま
す
。
通
気
を
良
く
す

　

る
た
め
ふ
た
は
し
な
い
で
く

　

だ
さ
い
。
虫
が
気
に
な
る
場

　

合
に
は
、
レ
ー
ス
布
な
ど
で

　

覆
い
ま
す
。

②
腐
葉
土
と
米
ぬ
か
を
よ
く
混

　

ぜ
て
、
段
ボ
ー
ル
箱
に
入
れ

　

ま
す
。

③
真
ん
中
の
土
を
深
め
に
掘
っ

　

て
、
生
ご
み
を
入
れ
ま
す
。

　

最
初
は
１
キ
ロ
ぐ
ら
い
が
発

　

酵
し
や
す
い
よ
う
で
す
。
ま

　

た
、
細
か
く
し
た
方
が
早
く

　

分
解
が
進
み
ま
す
。

　

帳
を
預
か
り
ま
す
」

　

「
折
り
返
し
確
認
の
電
話
を

す
る
」
と
言
っ
て
い
っ
た
ん
電

話
を
切
る
。
そ
の
後
、
該
当
の

警
察
署
（
電
話
帳
で
調
べ
る
）

に
確
認
を
行
う
。

・
身
分
証
明
書
の
提
示
を
受
け

　

該
当
の
警
察
署
、
銀
行
な
ど

　

に
確
認
す
る
。

・
カ
ー
ド
や
通
帳
を
渡
さ
な
い

　

よ
う
に
す
る
。

　

慌
て
ず
、
家
族
、
警
察
署
な

ど
誰
か
に
必
ず
相
談
す
る
。

　

熱
中
症
を
防
ぐ
た
め
、
次
の

こ
と
を
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

・
十
分
な
睡
眠
を
と
る
。

　

・
日
差
し
が
強
い
時
は
、
外
出

　

を
控
え
る
。

　

・
激
し
い
運
動
を
避
け
る
。

　

・
喉
が
渇
く
前
に
、
こ
ま
め
に

　

水
分
補
給
す
る
。

　

・
日
陰
な
ど
涼
し
い
場
所
へ
移

　

動
さ
せ
衣
服
を
緩
め
る
。

　

・
首
筋
、
脇
の
下
、
太
も
も
の

　

付
け
根
に
冷
た
い
タ
オ
ル
や

　

氷
を
当
て
る
。

　

・
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
を

　

飲
ま
せ
、水
分
補
給
を
す
る
。

④
生
ご
み
に
米
ぬ
か
を
２
つ
か

　

み
ほ
ど
か
け
て
、
よ
く
つ
き

　

混
ぜ
ま
す
。

⑤
さ
ら
に
、
生
ご
み
の
間
に
土

　

が
入
り
込
む
よ
う
に
ス
コ
ッ

　

プ
で
つ
つ
く
よ
う
に
混
ぜ
、

　

最
後
に
土
を
か
ぶ
せ
ま
す
。

　

市
で
は
、
生
ご
み
処
理
機
購

入
費
補
助
金
制
度
や
資
源
ご
み

回
収
推
進
団
体
報
奨
金
制
度
な

ど
を
拡
充
し
、
家
庭
か
ら
出
る

生
ご
み
や
古
紙
の
減
量
化
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
生
ご
み
を
使
っ
て

堆
肥
を
作
る
「
段
ボ
ー
ル
コ
ン

ポ
ス
ト
」
の
一
例
を
紹
介
し
ま

す
。

　

簡
単
に
作
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
、
こ
の
夏
休
み
を
利
用
し

て
、
家
庭
で
取
り
組
ん
で
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

⑥
そ
の
次
の
日
か
ら
は
、
箱
の

　

四
隅
を
使
っ
て
、
同
じ
よ
う

　

に
生
ご
み
と
米
ぬ
か
を
入
れ

　

ま
す
。
６
日
目
以
降
も
こ
れ

　

を
繰
り
返
し
て
く
だ
さ
い
。

　

生
ご
み
は
約
１
週
間
で
分
解

　

さ
れ
ま
す
。
玉
ね
ぎ
の
皮
や

　

枝
豆
の
さ
や
な
ど
分
解
し
に

　

く
い
も
の
は
取
り
出
し
て
く

　

だ
さ
い
。
発
酵
し
て
分
解
が

　

進
ん
で
い
れ
ば
40
度
以
上
に

　

な
り
ま
す
。
気
温
の
低
い
時

　

期
は
発
酵
し
に
く
い
こ
と
が

　

あ
り
ま
す
。
堆
肥
と
し
て
使

　

う
場
合
、
生
ご
み
の
投
入
を

　

止
め
て
か
ら
２
カ
月
ほ
ど
熟

　

成
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

・
段
ボ
ー
ル
箱
１
個
（
大
き
さ

　

は
り
ん
ご
箱
く
ら
い
）

　

・
新
聞
紙
２
日
分

　

・
ス
コ
ッ
プ

　

・
腐
葉
土
５
キ
ロ

　

・
米
ぬ
か
（
３
キ
ロ
＋
追
加
分
）

※
塩
を
混
ぜ
て
あ
る
漬
け
物
用
の

　
米
ぬ
か
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

昨
年
は
瀬
戸
内

市
管
内
だ
け
で
10

人
が
病
院
へ
搬
送

さ
れ
ま
し
た
。

　

熱
中
症
は
、
炎

天
下
や
高
温
多
湿

の
状
況
下
で
体
温

の
調
節
が
効
か
な

く
な
っ
た
状
態
で
、

め
ま
い
や
頭
痛
、
痛

み
を
伴
う
筋
肉
の

け
い
れ
ん
な
ど
の

症
状
が
出
ま
す
。
い

ず
れ
も
発
汗
に
よ
る
脱
水
や
塩

分
不
足
な
ど
が
原
因
で
、
最
悪

の
場
合
、
死
亡
す
る
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。　突然、心臓や呼吸が止まってしまっ

た人を救うには、そばに居合わせた
人が救命処置を行うことが大切です。
　皆さんも、万が一のときに役立つ
普通救命講習を受講しませんか。
　瀬戸内市消防本部では、９月９日
の「救急の日」にあわせて普通救命
講習会を実施します。市民の皆さん
の参加をお待ちしています。

　９月９日（木）　午前９時～正午
瀬戸内市消防本部研修室
　９月２日（木）
無料

30人（先着順）

　　

救
急
車
は
、
命
に
か
か
わ
る

よ
う
な
ケ
ガ
や
病
気
の
人
を
一

刻
も
早
く
病
院
に
搬
送
す
る
た

め
の
車
両
で
す
。

　

昨
年
、
救
急
搬
送
し
た
１
、

３
３
７
人
の
う
ち
５
４
２
人
が

軽
症
患
者
で
、
全
体
の
40
㌫
を

占
め
て
い
ま
し
た
。
出
動
件
数

の
中
に
は
、
救
急
車
が
必
要
で

あ
っ
た
の
か
と
い
う
事
例
も
あ

り
ま
す
。
軽
症
患
者
の
搬
送
は
、

緊
急
に
救
急
車
を
必
要
と
す
る

傷
病
者
へ
の
対
応
を
遅
ら
せ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
い
ま
一
度

救
急
車
の
適
正
利
用
に
つ
い
て

考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。



　

瀬
戸
内
市
で
は
、
妊
婦
さ
ん

や
子
育
て
中
の
家
庭
を
保
健
師

や
助
産
師
、
栄
養
士
が
応
援
し

て
い
ま
す
。

　

今
月
は
、
子
ど
も
の
健
康
づ

く
り
に
関
す
る
事
業
の
紹
介
を

し
ま
す
。

　

瀬
戸
内
市
で
は
、
乳
幼
児
の

集
団
健
診
を
４
〜
５
カ
月
児
、

９
〜
10
カ
月
児
、
１
歳
６
カ
月

児
、
２
歳
児
、
３
歳
児
で
行
っ

て
い
ま
す
。

　

病
院
や
保
育
園
・
幼
稚
園
の

健
診
と
異
な
る
点
は
、
内
科
・

歯
科
診
察
に
加
え
、
臨
床
心
理

士
、
歯
科
衛
生
士
、
栄
養
士
、

保
健
師
な
ど
へ
の
相
談
が
で
き

る
こ
と
で
す
。

　

健
診
は
、
子
ど
も
の
成
長
を

確
認
す
る
場
で
あ
る
と
と
も

に
、
日
ご
ろ
の
心
配
や
不
安
な

こ
と
を
相
談
し
た
り
、
育
児
の

情
報
を
得
た
り
す
る
場
と
し
て

も
ご
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

赤
ち
ゃ
ん
が
健
や
か
に
育
っ

て
い
く
こ
と
や
お
母
さ
ん
が
安

心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
保
健
師
や
助

産
師
が
誕
生
し
た
す
べ
て
の
赤

ち
ゃ
ん
の
家
庭
を
訪
問
し
て
い

ま
す
。

　

訪
問
で
は
、
産
後
の
お
母
さ

ん
の
体
調
も
含
め
、
赤
ち
ゃ
ん

に
関
し
て
気
に
な
る
こ
と
や
心

配
な
こ
と
に
つ
い
て
相
談
に

乗
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
際
に
体
重
測
定

や
市
の
母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス
の

紹
介
、
予
防
接
種
の
案
内
な
ど

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

月
に
１
回
、
育
児
相
談
と
す

こ
や
か
歯
の
教
室
、
離
乳
食
講

習
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

す
こ
や
か
歯
の
教
室
は
、
乳

幼
児
健
診
で
行
っ
た
む
し
歯
菌

の
検
査
の
結
果
を
も
と
に
、
む

し
歯
に
な
る
リ
ス
ク
が
高
い
乳

幼
児
を
対
象
に
、
親
子
で
む
し

歯
予
防
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　

育
児
相
談
で
は
、身
体
計
測
、

育
児
相
談
、
栄
養
相
談
、
歯
科

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
子
ど

も
の
体
重
や
身
長
が
気
に
な

る
、
離
乳
食
が
進
ん
で
い
な
い

な
ど
、
育
児
す
る
上
で
の
不
安

や
悩
み
を
ス
タ
ッ
フ
に
相
談
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

離
乳
食
講
習
会
で
は
、
乳
児

を
育
て
る
保
護
者
を
対
象
に
、

栄
養
士
が
離
乳
食
の
作
り
方
や

工
夫
の
仕
方
を
伝
え
る
と
と
も

に
、
試
食
を
し
て
い
る
子
ど
も

の
様
子
を
見
な
が
ら
、
個
別
の

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

育
児
相
談
や
離
乳
食
講
習
会

は
、
お
母
さ
ん
同
士
の
交
流
の

場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
近
所

に
同
じ
く
ら
い
の
月
齢
の
子
ど

も
が
い
な
い
、
お
母
さ
ん
友
達

が
い
な
い
な
ど
悩
み
を
抱
え
て

い
る
お
母
さ
ん
が
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
い
ろ
ん
な

場
を
利
用
し
て
、
お
母
さ
ん
同

士
の
友
達
の
輪
を
広
げ
て
く
だ

さ
い
。
一
緒
に
子
育
て
を
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
妊
娠
・
出
産
・
子
育

て
に
つ
い
て
、
ご
相
談
が
あ
れ

ば
健
康
づ
く
り
推
進
課
ま
で
お

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【 】

●イシモチ…５００ｇ
●塩…２０ｇ　　●酒…１／３カップ
●水…２／３カップ
●笹の葉…鍋底が隠れる枚数

①イシモチはうろこを取り、洗ってザルに上げ、
　塩を振って、30分くらい置く。
②鍋の底に笹の葉を敷き、イシモチをいれ、中火
　にかけ水分が無くなるまで蒸す（約 1時間）。冷
　ましてから器に入れる。

　
「
親
子
ク
ラ
ブ
」
は
、
親
子

の
交
流
を
通
し
て
、
地
域
で
子

育
て
を
し
て
い
る
み
ん
な
が
手

を
つ
な
ぎ
、
よ
り
良
い
子
育
て

を
目
指
し
て
い
る
会
で
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
各
ク

ラ
ブ
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
コ
メ
ン

ト
を
紹
介
し
ま
す
。
入
会
を
希

望
す
る
人
は
、
健
康
づ
く
り
推

進
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

月
１
回
程
度
、
み
ん
な
で
集

ま
り
、
仲
良
く
活
動
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
入
会
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　

月
１
回
、
支
援
セ
ン
タ
ー
に

集
ま
っ
て
い
ま
す
。
親
も
子
も

ス
ト
レ
ス
発
散
し
ま
し
ょ
う
。）

　

イ
ベ
ン
ト
、
お
し
ゃ
べ
り
会

あ
り
。
和
気
あ
い
あ
い
と
子
育

て
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。
入

会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

　

親
も
子
も
一
緒
に
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。
お
友

達
に
な
り
ま
し
ょ
う
！

　

月
に
１
度
、
親
子
で
一
緒
に

楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
入

会
希
望
の
人
は
見
学
に
来
て
く

だ
さ
い
。

　

親
も
子
も
楽
し
く
活
動
し
て

い
ま
す
。
日
ご
ろ
の
ス
ト
レ
ス

を
ぶ
っ
と
ば
し
ま
し
ょ
う
！

　

親
子
で
つ
く
る
み
ん
な
の
会

を
テ
ー
マ
に
、今
し
か
な
い「
親

子
じ
か
ん
」
を
一
緒
に
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。



　

今
年
５
月
に
始
ま
っ
た
ば
か

り
の
ヨ
ガ
講
座
で
す
。

　

近
年
、
日
本
で
も
と
て
も
メ

ジ
ャ
ー
に
な
り
、
Ｃ
Ｍ
や
ポ
ス

タ
ー
な
ど
で
も
目
に
す
る
機
会

　

ナ
ポ
レ
オ
ン
フ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
巨
大
な

魚
か
ら
、
ラ
ッ
コ
や
ウ
ミ
ガ
メ
な
ど
、
海
の

人
気
者
た
ち
を
原
寸
大
の
写
真
で
紹
介
す
る

大
型
写
真
絵
本
。
タ
レ
ン
ト
で
も
あ
り
、
東

京
海
洋
大
学
客
員
准
教
授
の
さ
か
な
ク
ン

が
、
こ
れ
ら
の
生
き
物
た
ち
の
不
思
議
な
姿

を
詳
し
く
楽
し
く
解
説
し
ま
す
。
珍
魚
・
怪

魚
も
満
載
の
楽
し
い
絵
本
で
す
。 

　

さ
か
な
ク
ン
…
著　

松
沢
陽
士
…
写
真

が
多
く
な
り
ま
し
た
。「
ヨ
ガ

＝
健
康
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
も

定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

ス
ト
レ
ス
解
消
、
ダ
イ
エ
ッ

ト
な
ど
目
的
は
い
ろ
い
ろ
で
す

が
、
呼
吸
と
ポ
ー
ズ
を
連
動
さ

せ
な
が
ら
じ
ん
わ
り
汗
を
か
い

た
後
に
は
、
至
福
の
時
が
待
っ

て
い
ま
す
。

　

な
ん
と
な
く
気
に
な
っ
て
い

た
人
、
一
緒
に
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
。
ぜ
ひ
一
度
体
験
に
来
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　

　

①
火
曜
日

　

午
後
２
時
30
分
〜
午
後
４
時

　

②
金
曜
日

　

午
後
７
時
〜
午
後
８
時
30
分

　

中
央
公
民
館

　ブルック＆キース・デザリック…著

　悪性の脳腫瘍で亡くなった６歳の少女エレ
ナ。悲しみの中、両親はエレナが生前、家の
あちこちに手紙を隠していたことに気付きま
す。それは両親や妹に愛を伝えるものでした。
家族のかけがえのなさ、人生を愛することの
大切さを教えてくれる感動の実話です。

　

江
戸
時
代
に
庶
民
の
間
で
数

学
を
楽
し
む
の
が
大
流
行
し
た

時
期
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の

が
、
１
６
２
７
年
（
寛
永
４

年
）
に
吉よ

し
だ
み
つ
よ
し

田
光
由
が
書
い
た

「
塵じ

ん
こ
う
き

劫
記
」
で
す
。

　

こ
の
本
の
中
に
は
、
盗
人
た

ち
が
反
物
を
山
分
け
す
る
こ
と

を
想
定
し
た
盗
人
算
、
米
俵
を

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
よ
う
に
積
み
上

げ
た
と
き
の
数
を
求
め
る
俵
杉

算
な
ど
が
図
入
り
で
書
か
れ
て

お
り
、
単
位
や
九
九
、
掛
け
算

な
ど
の
基
礎
的
な
知
識
の
ほ

か
、
面
積
の
計
算
方
法
な
ど
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
数
多
く
の

海
賊
版
が
出
る
ほ
ど
、
算
術
の

教
科
書
と
し
て
よ
く
読
ま
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
も

数
学
の
本
は
、
千
を
超
え
て
出

版
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
、
江
戸
時
代
に

は
、
庶
民
の
間
に
広
く
数
学
に

興
味
を
持
つ
人
が
多
く
な
り
ま

し
た
。
や
が
て
、一
部
の
人
は
、

よ
り
高
度
な
数
学
に
取
り
組
む

よ
う
に
な
り
、
わ
が
国
独
自
に

発
展
し
た
「
和
算
」
と
い
わ
れ

る
数
学
に
な
り
ま
し
た
。

　

和
算
の
問
題
と
解
答
を
木
製

の
額
に
し
た
も
の
を
算
額
と
い

い
ま
す
。数
学
者
や
愛
好
者
は
、

算
額
を
神
社
仏
閣
に
奉
納
し
た

り
、
人
の
集
ま
る
と
こ
ろ
に
掲

げ
た
り
し
て
、
難
問
を
解
く
こ

と
を
自
慢
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
日
本
に
は
、
８
８
４

面
（
平
成
15
年
現
在
）
の
算
額

が
残
さ
れ
て
お
り
、
瀬
戸
内
市

に
は
、
片
山
日
子
神
社
（
長
船

町
土
師
）
の
拝
殿
に
掲
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
算
額
は
、
明
治
６
年
に

箕
輪
村（
現
在
の
邑
久
町
箕
輪
）

の
萬ば

ん
し
ゅ
ん
て
い
い
り
え
へ
い
き
ち
し
ん
じ
ゅ
ん

春
亭
入
江
平
吉
信
順
の
一

門
16
名
が
互
い
の
技
を
称
え
る

た
め
に
奉
納
し
た
も
の
で
、
瀬

戸
内
市
指
定
重
要
文
化
財
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

書
か
れ
て
い
る
問
題
の
多
く

は
、
複
数
の
円
形
や
三
角
形
な

ど
を
組
み
合
わ
せ
た
図
か
ら
一

部
の
円
の
直
径
や
三
角
形
の
辺

の
長
さ
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

畳
１
帖
ほ
ど
の
大
き
さ
の
け

や
き
作
り
で
問
題
を
示
す
幾
何

図
形
に
は
鮮
や
か
な
色
彩
が

残
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
額
縁
の
周
囲
に
は
、

津
山
や
尻
海
で
数
多
く
の
だ
ん

じ
り
な
ど
を
製
作
し
た
彫
刻
師

井
上
幽ゆ

う
せ
つ
さ
い
き
ん
か
い

雪
斎
錦
海
と
そ
の
長
男

で
、
阪
神
、
山
陰
方
面
の
寺
社

の
修
復
に
当
た
り
、
尻
海
東
町

の
だ
ん
じ
り
を
建
造
し
た
井
上

鶴か
く
ほ
う峰
の
親
子
に
よ
る
見
事
な
龍

が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

和
算
で
は
、
円
周
率
を
求
め

る
計
算
も
行
わ
れ
、
小
数
点
以

下
７
桁
ま
で
正
し
く
弾
き
出
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

鎖
国
し
て
い
て
西
洋
の
情
報

が
入
っ
て
こ
な
か
っ
た
時
代
に

独
自
に
発
達
し
、
西
洋
数
学
に

も
全
く
引
け
を
取
っ
て
い
な

か
っ
た
和
算
に
驚
き
を
感
じ
ま

せ
ん
か
。

　

３
、０
０
０
円

※
１
枚
で
５
回
受
講
で
き
る
チ

　

ケ
ッ
ト
を
発
行
し
ま
す
。

※
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
し
な
い
場

　

合
の
料
金
は
、
１
回
当
た
り

　

７
０
０
円
で
す
。

※
体
験
は
無
料
で
す
（
レ
ン
タ

　

ル
マ
ッ
ト
代
は
１
０
０
円
）。

　

折
り
紙
は
、
日
本
の
伝
統
的

な
遊
び
の
一
つ
で
す
。

　

長
船
町
公
民
館
グ
ル
ー
プ
講

座
「
折
り
紙
ク
ラ
ブ
」
で
は
、

楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が

ら
季
節
感
の
あ
る
作
品
を
作
っ

て
い
ま
す
。

　

指
先
を
使
う
折
り
紙
は
脳
の

活
性
化
に
も
役
立
ち
ま
す
。
ま

た
、
出
来
上
が
っ
た
作
品
は
贈

り
物
や
イ
ン
テ
リ
ア
に
も
活
用

で
き
て
一
石
二
鳥
。
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

毎
月
第
４
火
曜
日

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

　

長
船
町
公
民
館

今有如図釣股内容四円其罅容大中小円只云
大円径四寸中円径二寸問小円径幾何
（訳）三角形勾

こうほこげん

殳玄の中に図のように４円を描
く。その下に大中小の３円を入れる。大円径
が４寸、中円径が２寸のとき小円径は幾らか。

術曰以大円径除中円径冪得小円径寸合間
小円径１寸
（訳）小円径の寸は大円径を中円径の二乗で
割ったもので得られる。小円径は１寸である。
※１寸=3.03cm



域
の
住
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
と

し
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
か
ら

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
順
次
ご
案

内
し
て
い
き
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
提
供
に
向
け
た
工

事
も
７
月
中
旬
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
該
当
す
る
地
域
で
は
、
工

事
車
両
の
運
行
な
ど
に
よ
り
、

ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
提
供
エ
リ
ア
な
ど

詳
細
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

岡
山
県
で
は
、
農
業
大
学
校

の
平
成
23
年
度
学
生
募
集
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

農
業
大
学
校
は
、
将
来
農
業

経
営
を
志
す
人
な
ど
が
、
農
業

技
術
な
ど
を
身
に
付
け
る
た
め

の
教
育
施
設
で
す
。
園
芸
（
果

樹
・
野
菜
・
花
き
）
と
畜
産
（
和

牛
・
中
小
家
畜
）
の
２
コ
ー
ス

が
あ
り
、
修
業
年
限
は
２
年
間

で
す
。
農
業
に
興
味
と
意
欲
の

あ
る
人
を
待
っ
て
い
ま
す
。

　

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
人

（
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
に

卒
業
見
込
み
の
人
を
含
む
）
ま

た
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人

　

・
推
薦
入
試　

　

９
月
10
日（
金
）〜
24
日（
金
）

　

・
一
般
前
期

　

10
月
13
日（
水
）〜
27
日（
水
）

　

・
一
般
後
期　

　

平
成
23
年
１
月
５
日
（
水
）  

　

〜
19
日
（
水
）

　

海
上
保
安
大
学
校
で
は
、
将

来
の
海
上
保
安
庁
の
幹
部
と
な

る
職
員
と
し
て
必
要
な
学
術
お

よ
び
技
能
の
修
得
と
、
心
身
の

錬
成
を
行
い
ま
す
。

　

本
科
４
年
の
教
育
期
間
は
全

寮
制
で
過
ご
し
、
法
律
、
海
上

保
安
行
政
の
授
業
や
逮
捕
術
等

の
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

卒
業
後
は
、
専
攻
科
（
６
カ

月
間
）
に
進
み
、
練
習
船
「
こ

じ
ま
」
で
の
世
界
一
周
遠
洋
航

海
実
習
の
ほ
か
、
犯
罪
捜
査
、

海
難
救
助
な
ど
の
実
務
を
学
び

ま
す
。

　

専
攻
科
修
了
後
、
全
国
各
地

の
巡
視
船
艇
な
ど
に
主
任
航
海

士
な
ど
と
し
て
２
〜
３
年
乗
り

組
み
ま
す
。
そ
の
後
、
陸
上
勤

務
と
海
上
勤
務
を
交
互
に
繰
り

返
し
な
が
ら
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
２
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人
で
、
高
等
学
校
を

卒
業
し
た
人
（
平
成
23
年
３
月

31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

を
含
む
）
な
ど

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
で
は
、
８

月
下
旬
か
ら
邑
久
町
尻
海
エ
リ

ア
の
一
部
地
域
で
、
光
回

線
を
使
っ
た
よ
り
高
速
な
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
を

開
始
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
先
立
ち
、
該
当
の
地

①
ア
ビ
リ
テ
ィ
編

　
「
働
く
前
に
知
っ
て
お
き
た
い

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー
」（
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
、
労
働
契
約
、

社
会
保
険
・
税
金
、
応
募
書
類

の
書
き
方
、
面
接
対
策
、
求
人

状
況
な
ど
を
学
習
）

②
ス
キ
ル
編　

　

エ
ク
セ
ル
検
定
３
級
合
格
を

目
指
し
た
パ
ソ
コ
ン
講
習

　

ウ
ィ
ズ
ア
ッ
プ
倉
敷

　
倉
敷
市
阿
知
１
７
１
６
０
３

　

（
天
満
屋
倉
敷
店
６
階
・
倉

　

敷
市
男
女
共
同
参
画
推
進
セ

　

ン
タ
ー
）

無
料
（
教
材
費
・

　

検
定
受
験
料
は
実
費
負
担
）

　

９
月
28
日（
火
）

　

〜
11
月
５
日
（
金
）
の
火
〜

　

金
曜
日
の
22
日
間

　

９
月
８
日（
水
）

　

〜
10
日
（
金
）　

午
前
10
時

　

〜
午
後
４
時

※
ウ
ィ
ズ
セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し

　
の
上
、申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

岡
山
県
で
は
、
木
材
の
利
用

を
促
進
し
、
豊
か
な
岡
山
の
森

林
を
適
正
に
管
理
・
保
全
し
、

健
全
な
森
林
を
守
っ
て
い
く
た

め
、
県
産
乾
燥
材
を
使
用
し
た

木
造
住
宅
を
建
築
す
る
人
へ
の

補
助
事
業
「
お
か
や
ま
の
木
で

家
づ
く
り
推
進
事
業
」
の
申
し

込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

全
て
の
条
件
を
満
た
す
必
要

が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
こ
の
他

に
も
条
件
が
あ
り
ま
す
。

商
業
・
法
人
登
記
業
務
に
つ
い

て
、
次
の
日
程
で
取
扱
庁
が
変

更
に
な
り
、
す
べ
て
岡
山
地
方

法
務
局
法
人
登
記
部
門
で
取
り

扱
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
商
業
・
法
人
の
登
記

申
請
は
、
岡
山
地
方
法
務
局
法

人
登
記
部
門
に
直
接
提
出
す
る

か
、
郵
送
も
し
く
は
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
申
請
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
商
業
・
法
人
登
記
に

係
る
登
記
事
項
証
明
書
、
印
鑑

証
明
書
の
交
付
事
務
、
印
鑑

カ
ー
ド
の
交
付
事
務
お
よ
び
電

子
証
明
書
の
発
行
事
務
は
、
引

き
続
き
支
所
・
出
張
所
で
も
行

い
ま
す
（
印
鑑
の
届
け
出
、
改

印
お
よ
び
登
記
事
項
要
約
書
の

発
行
を
除
く
）。

　

・
倉
敷
・
笠
岡
・
高
梁
各
支
局

　

８
月
９
日
（
月
）

　

・
津
山
・
真
庭
・
備
前
各
支
局

　

お
よ
び
岡
山
西
出
張
所

　

９
月
６
日
（
月
）

①
自
ら
居
住
す
る
た
め
新
た
に

　

建
築
さ
れ
る
一
戸
建
て
木
造

　

住
宅

②
柱
、
梁
、
桁
、
棟
木
な
ど
の

　

主
要
構
造
部
材
に
、
県
産
乾

　

燥
材
を
８
立
方
㍍
以
上
使
用

　

す
る
住
宅

③
延
床
面
積
80
平
方
㍍
以
上

④
建
築
確
認
済
証
の
交
付
日
ま

　

た
は
建
築
工
事
届
の
受
理
日

　

が
平
成
22
年
４
月
１
日
以
降

　

１
戸
当
た
り

　

20
万
円

　

12
月
28
日（
火
）

　

50
戸(

抽
選
）

　

岡
山
地
方
法
務
局
に
お
け
る

　

８
月
26
日
（
木
）
〜
９
月
７

日
（
火
）

　

10
月
30
日（
土
）〜
31
日（
日
）

岡
山
県
男
女
共
同
参
画
推
進

セ
ン
タ
ー（
ウ
ィ
ズ
セ
ン
タ
ー
）

で
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業

と
し
て
、
再
就
職
を
希
望
す
る

女
性
を
対
象
に
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
講
座
で
は
、
就
業
に
関

す
る
基
礎
知
識
や
パ
ソ
コ
ン
の

基
本
操
作
な
ど
を
習
得
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　

結
婚
・
出
産
・
育

　

児
・
介
護
な
ど
で
仕
事
を
中

　

断
し
、
再
就
職
を
希
望
す
る

　

女
性
で
、
全
期
間
出
席
で
き

　

る
人

　

28
人　



　

岡
山
後
楽
園
の
夜
間
特
別
開

園
「
幻
想
庭
園
」
を
開
催
し
ま

す
。
ろ
う
そ
く
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
園

内
を
幻
想
的
に
彩
り
ま
す
。

　

８
月
11
日
（
水
）
か
ら
15
日

（
日
）
ま
で
の
５
日
間
は
、
野

外
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
ラ
ジ
オ
公

開
録
音
や
国
民
文
化
祭
Ｐ
Ｒ
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

　

な
お
、期
間
中
は
、ビ
ア
ガ
ー

デ
ン
も
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

７
月
29
日（
木
） 

レ
ビ
放
映
し
ま
す
。

　

こ
れ
を
機
会
に
、
あ
ら
た
め

て
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

瀬
戸
内
市
社
会
福
祉
協
議
会

長
船
支
所
で
は
、
朗
読
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
レ
デ
ィ
ー
ボ
イ
ス
」

の
協
力
に
よ
り
、「
広
報
せ
と

う
ち
」、「
せ
と
う
ち
社
協
通

信
」、
岡
山
県
身
体
障
害
者
福

祉
連
合
会
発
行
誌「
は
ば
た
き
」

の
音
訳
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

音
訳
し
た
デ
ー
タ
は
、
カ

セ
ッ
ト
テ
ー
プ
ま
た
は
Ｃ
Ｄ
で

視
覚
に
障
害
が
あ
る
人
に
無
料

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

配
布
を
希
望
す
る
人
は
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

岡
山
県
青
少
年
教
育
セ
ン

タ
ー
閑
谷
学
校
で
は
、「
親
子

の
ふ
れ
あ
い
in
閑
谷
」
を
開
催

し
ま
す
。
自
然
の
中
で
季
節
の

素
材
を
使
っ
た
料
理
に
親
子
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
ょ
う
。

　

ア
ウ
ト
ド
ア
な
ら
で
は
の
調

理
器
具
を
使
っ
て
、
飛
び
切
り

お
い
し
い
料
理
を
み
ん
な
で
協

力
し
て
作
り
ま
す
。

　

小
・
中
学
生
と
そ

　

の
保
護
者

　

30
人

　

９
月
４
日
（
土
）

　

は
が
き
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。　

８
月
27
日（
金
）

　
（
先
着
順
）

　

　

岡
山
県
内
15
市
で
構
成
す
る

岡
山
県
都
市
人
権
推
進
事
業
連

絡
協
議
会
の
提
供
に
よ
り
左
表

の
と
お
り
人
権
啓
発
映
画
を
テ

　

８
月
１
日（
日
）

　

〜
11
月
７
日
（
日
）

※
10
月
９
日
（
土
）
に
、
ゆ
め

　

ト
ピ
ア
長
船
で
コ
ン
サ
ー
ト

　
「
現
代
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の

　

世
界
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

午
後
６
時
開
場
、
午
後
６

　

時
30
分
開
演
で
、
チ
ケ
ッ
ト

　

は
２
、５
０
０
円
で
す
。

①
オ
リ
ー
ブ
園

②
牛
窓
東
服
部
邸
米
蔵

③
服
部
永
楽
会
館

④
街
角
ミ
ュ
ゼ
牛
窓
文
化
館

※
月
、
火
曜
日
は
休
館
で
す
。

　

①
・
④
無
料

②
・
③
共
通
券

　

・
中
学
生
以
下　

無
料

　

・
学
生　

１
、０
０
０
円　
　

　

・
一
般　

１
、５
０
０
円　
　

　

瀬
戸
内
市
に
は
、
ど
こ
に
も

負
け
な
い
お
い
し
い
野
菜
や
魚

介
類
が
豊
富
に
あ
り
ま
す
。

　

瀬
戸
内
市
商
工
会
で
は
、
地

元
の
食
材
を
生
か
し
た
魅
力
的

な
料
理
を
開
発
し
、
新
た
な
グ

ル
メ
文
化
を
定
着
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
次
の
と
お
り

「
鉄
板
グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
グ
ル
ー
プ
に
は
、
11
月

7
日
（
日
）
に
出
島
公
園
（
牛

窓
町
牛
窓
）で
開
催
さ
れ
る「
産

業
ま
つ
り
」
で
瀬
戸
内
市
産
の

食
材
や
食
品
を
利
用
し
た
鉄
板

料
理
を
作
り
、
実
演
販
売
し
て

も
ら
い
ま
す
。

　

審
査
で
は
、
こ
の
料
理
を

「
味
」「
見
栄
え
」「
可
能
性
」

の
３
つ
の
観
点
か
ら
評
価
し
ま

す
。
グ
ラ
ン
プ
リ
の
グ
ル
ー
プ

に
は
、
賞
金
５
万
円
が
贈
ら
れ

る
な
ど
特
典
も
盛
り
だ
く
さ

焼
成
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
土
づ
く
り
や
釉

薬
づ
く
り
な
ど
陶
芸
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
考
え
て
い

ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
会
員
に
な
っ
て
陶

芸
を
も
っ
と
楽
し
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。　

寒
風
陶
芸
ク
ラ
ブ
入

　

門
コ
ー
ス
を
修
了
し
た
人
ま

　

た
は
一
定
の
陶
芸
経
験
を
有

　

す
る
人

　

20
人

　

　

・
水
〜
金
曜
日　

午
前
９
時
〜    

　   　
　　

午
後
３
時

　

・
土
曜
日　

午
後
３
〜
５
時

　

・
入
会
金　

　

入
門
コ
ー
ス
修
了
者　

無
料

　
そ
の
他
の
人　

３
、０
０
０
円

　

・
施
設
利
用
料

　
月
額
１
、５
０
０
円
（
一
括
前
納

の
場
合
は
、年
額
１
５
、０
０
０
円
）

※
土
代
・
焼
成
費
は
別
途
必
要

　

で
す
。

ん
。
料
理
が
大
好
き
な
グ
ル
ー

プ
な
ど
た
く
さ
ん
の
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
詳
細
は
本
紙
今
月
号

の
折
り
込
み
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

衛
生
面
、
ご
み

　

の
回
収
な
ど
を
責
任
を
持
っ

　

て
行
う
こ
と
が
で
き
る
グ

　

ル
ー
プ
な
ど

　

20
グ
ル
ー
プ

※
書
類
選
考
が
あ
り
ま
す
。

　

９
月
30
日（
木
）

　

寒
風
陶
芸
会
館
で
は
、
よ
り

一
層
陶
芸
に
親
し
ん
で
も
ら
う

た
め
、
陶
芸
ク
ラ
ブ
「
寒
風
陶

芸
ク
ラ
ブ
」を
創
設
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ク
ラ
ブ
は
、
自
主
的
な

作
品
制
作
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
が
、
指
導
員
の
ア
ド
バ
イ
ス

も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

毎
年
２
月
に
薪
窯
で
の
作
品

　

す
。
川
柳
に
使
わ
れ
た
漢
字

　

に
は
ふ
り
が
な
を
つ
け
て
応

　

募
し
て
く
だ
さ
い
。

　

９
月
30
日（
木
）

　

必
着　

　
　
　
　
　
　

　

１
９
８
４
年
か
ら
９
回
開
催

さ
れ
た
牛
窓
国
際
芸
術
祭
の
遺

産
と
精
神
を
引
継
ぎ
、
21
世
紀

に
再
び
芸
術
を
通
じ
て
ア
ジ
ア

の
若
者
た
ち
の
交
流
を
図
り
、

若
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
育
て
る

こ
と
を
目
的
に
牛
窓
・
亜
細
亜

藝
術
交
流
祭
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。

　

な
お
、
牛
窓
・
亜
細
亜
藝
術

交
流
祭
実
行
委
員
会
で
は
、
開

催
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ

け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

〜
８
月
15
日
（
日
）

※
８
月
９
日（
月
）は
除
き
ま
す
。

　

午
後
６
時
〜
午
後
９

　

時
30
分
（
入
園
は
午
後
９
時

　

ま
で
）　

　

・
小
人
（
５
〜
14
歳
）
１
４
０
円

　

・
大
人
３
５
０
円

　

岡
山
県
国
民
健
康
保
険
団
体

連
合
会
で
は
、「
健
康
川
柳
カ

レ
ン
ダ
ー
」
に
掲
載
す
る
川
柳

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
健
康
に
つ
い
て
感

じ
た
こ
と
を
川
柳
に
詠
ん
で
み

ま
せ
ん
か
？

　

応
募
者
全
員
に
カ
レ
ン
ダ
ー

を
、
採
用
し
た
人
に
は
記
念
品

を
贈
り
ま
す
。

　

川
柳
、
郵
便
番

　

号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

　

電
話
番
号
を
は
が
き
に
書
い

　

て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
応

　

募
は
１
人
３
句
ま
で
と
し
ま



9：00 ～
　長船スポーツ公園体育館

9：00～
　邑久スポーツ公園テニスコート

木鍋八幡宮コース
　5：50　笠加コミュニティ集合

13：00 ～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル

9：00 ～ 12：00
　邑久町総合福祉センター

14：00 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

10：00～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル

13：00 ～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル

9：00 ～ 12：00
　ゆめトピア長船

13：30～ 15：00
　ゆめトピア長船

13：30～ 15：00
　ゆめトピア長船

8：50～ 12：00
　地域生活支援センタースマイル

9：00 ～ 12：00
　邑久町総合福祉センター

9：00～ 15：00
　瀬戸内市役所

10：00～ 12：00
　瀬戸内市役所
※子ども人権相談も実施

9：00～ 12：00
　瀬戸内市役所

13：00～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル

9：00 ～
　神崎山公園陸上競技場

9：00～
　邑久Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館

13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

13：00～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル

9：30 ～ 11：00
　ゆめトピア長船

10：00～ 12：00
　牛窓町公民館
※子ども人権相談も実施

9：00～ 12：00
　牛窓町公民館

8：50～ 12：00
　地域生活支援センタースマイル

　10：00 ～ 15：00
　牛窓町公民館

10：00～ 12：00
　ゆめトピア長船
※子ども人権相談も実施

13：30～ 15：00
　ゆめトピア長船

10：00～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル

13：00 ～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル

※各種相談日は、左ページのカレンダーをご覧ください。

　市民病院では、毎月１回、生活習慣病教室を開催してい
ます。興味のある人は、ぜひご参加ください。

　８月 26日（木）　午前 11時～
　瀬戸内市民病院
　「食べることの楽しみ方」
　30人（テーマに沿った食事付きは 24人）
　５００円（食事付き）　１００円（食事なし）

　８月 21日（土）　午前 10時～正午
　あじさいのおか牛窓
　「リハビリについて」
玉野総合医療専門学校　落和久さん（理学療法士）
　無料（事前申込は不要）

※介護・健康用品の展示もあります。

　生後４カ月以上の乳幼児の保護者を対象に、栄養士によ
る離乳食の作り方や試食を行っています。予約は不要です
ので、お気軽にご参加ください。

　8月 27 日（金）　午前 10時～ 11時 30分
　ゆめトピア長船
　無料

　年金事務所の職員が年金の相談に応じます。
　８月 26日（木）　午前 10時～午後３時
　牛窓町公民館
　無料

　法律的な問題について弁護士と相談ができます。相談を
希望する人は、事前にご予約ください。予約開始日は８月
２日（月）からで、定員は８人で締め切りとなります。

　９月９日（木）　午前 10時～午後３時
　ゆめトピア長船
　無料

　８月 21日（土）　午後６～８時
　長船荘デイサービスセンター
「転倒予防に対する訓練の取り組み方」
株式会社創心會　岡山センター長　山西孝彦さん（理学療法士）
　無料（事前申込は不要）

 　体協の行事についてのお問い合わせは下記へお願いします。



　

今
月
号
か
ら
主
な
文
章
に

使
っ
て
い
る
書
体
を
、
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
に

基
づ
い
た
見
や
す
い
デ
ザ
イ
ン

の
文
字
に
変
更
し
て
い
ま
す
。

内
田　

敏
郎
（
牛
窓
町
牛
窓
）

益
田　

廣
子
（
牛
窓
町
鹿
忍
）

野
口　

道
子
（
牛
窓
町
長
浜
）

那
須　

博
行
（
牛
窓
町
牛
窓
）

野
口
弥
生
子
（
牛
窓
町
長
浜
）

三
谷　

康
彦
（
邑
久
町
豊
安
）

原
野
信
一
郎
（
牛
窓
町
牛
窓
）

後
藤　

靖
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

的
場　

松
葉
（
牛
窓
町
長
浜
）

片
岡　

光
枝
（
牛
窓
町
鹿
忍
）

原
野　

孝
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

平
野　

五
香
（
牛
窓
町
牛
窓
）

福
本　

曙
生
（
牛
窓
町
牛
窓
）

藤
井　

留
女
（
牛
窓
町
牛
窓
）

吉
川　

孝
夫
（
牛
窓
町
牛
窓
）

堤　
　

明
子
（
長
船
町
磯
上
）

谷
口　

正
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

原
田　

久
江
（
邑
久
町
北
池
）

片
島　

秋
月
（
長
船
町
福
岡
）

上
山　

幸
子
（
邑
久
町
豊
安
）

朝
霧　

好
子
（
牛
窓
町
鹿
忍
）

投稿募集中

　「市民の手で心をこめて輝く☆フェスを！」をテーマに第 22 回喜之助
フェスティバル２０１０瀬戸内を開催します。
　なお、喜之助フェスティバル市民実行委員会では、準備や後片付け、当
日の会場案内や受け付けなどに協力していただけるボランティアスタッフ
を募集しています。募集期限は、８月 13日（金）。皆さんも一緒に手作り
感あふれる心のこもった喜之助フェスティバルを開催しませんか。

①８月 21日（土）　午前 10時～午後４時 30分
②８月 22日（日）　午前９時～午後４時

　瀬戸内市中央公民館
　

　・前売券　３歳～中学生 500 円、高校生以上 800 円
※前売券は、市内各公民館で７月１日（木）から８
　月 20日（金）まで販売します。
　・当日券　３歳～中学生 700 円、高校生以上 1,000 円

　牛窓は、潮待ち風待ちの港として古くから栄え、また多島美を臨む美し　牛窓は、潮待ち風待ちの港として古くから栄え、また多島美を臨む美し
い場所です。でも、身近過ぎて、その良さに気付かず通り過ぎていませんか。い場所です。でも、身近過ぎて、その良さに気付かず通り過ぎていませんか。
　「牛窓良いトコ見っけ隊」では、年数回平日の昼間を中心に集まり、カ　「牛窓良いトコ見っけ隊」では、年数回平日の昼間を中心に集まり、カ
メラを片手に「良いトコ」を探します。活動期間は約３年。第１回の活動メラを片手に「良いトコ」を探します。活動期間は約３年。第１回の活動
は次のとおりです。皆さんも隊員になって地域を見つめてみましょう。は次のとおりです。皆さんも隊員になって地域を見つめてみましょう。

　８月 24日（火）　午前 10時～　８月 24日（火）　午前 10時～
　牛窓支所３階　瀬戸内市立美術館研修室　牛窓支所３階　瀬戸内市立美術館研修室
　　「デジタルカメラで撮影するために」「デジタルカメラで撮影するために」
　島隆諦さん（写真家）　島隆諦さん（写真家）
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